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論文内容の要約（1,000 字～1,500 字） 
 
【目的】在宅療養児をもつ保護者の「援助要請スタイル」と「ソーシャルサービス認知(PSS)」と「ソ

ーシャルサービス利用(USS)」および「子どもの医療的ケア度（医ケア度）」が「養育負担感」におよ

ぼす影響を関連モデルの検証から明らかにすることである。 
【方法】予備研究は、質的記述的研究により在宅療養児の就学移行期における保護者の思いについて

分析した。本研究では、「医ケア度」「援助要請スタイル」および「PSS」「USS」が保護者の「養育

負担感」に影響をおよぼすと仮定した関連モデルを構成し、在宅療養児をもつ保護者を対象に質問紙

調査を実施し、共分散構造分析による解析から関連モデルの検証を行った。 
【結果・考察】予備研究では保護者 5 人のデータ分析から、他者に援助を求めることに消極的で不安

や負担が大きい保護者の存在が明らかとなった。本研究では 104 人の回答（回収率 45.8％）があり、

対象者の 99％が母親、子どもの平均年齢 8.9（SD=4.9）歳、医療的ケア度 18.3（SD=13.7）点、養

育負担感 46.2（SD=11.5）点であった。「医ケア度」は「養育負担感」「PSS」および「USS」間に正

の相関（rs=.26～.62，ｐ<.05）があった。また、医療関係者と配偶者・家族に対する「援助要請スタ

イル」は〈過剰型〉が最も多かった。 
援助要請スタイル分類別に、仮説モデルに基づく 4モデルを仮定し共分散構造分析を行った結果、「養

育負担感」と「PSS」「USS」との間に直接の関連は見られなかった。最もＡＩＣ値が良好なモ  デ

ルは、医療関係者への〈過剰型〉と配偶者・家族への〈回避型〉による「援助要請スタイル」型お

よび「医ケア度」が「養育負担感」に影響をおよぼし、また「医ケア度」と「PSS」が「USS」に

影響をおよぼしているモデル（CMIN/df＝0.783，ｐ=.618，CFI＝1.000，RMSEA＝.000，AIC＝

45.043）であった。 
さらに、医療関係者への援助要請〈過剰型〉得点が高い保護者は「養育負担感」が低く、配偶者・

家族への〈回避型〉得点が高いと「養育負担感」が高いことが明らかとなった。この結果から、保

護者が医療関係者への援助要請を積極的にできること、配偶者・家族への援助要請を回避しないこ

とが「養育負担感」の軽減には重要であり、必ずしもソーシャルサービス利用の促進にこだわるの

ではなく、家族関係のアセスメントと医療関係者に相談等の援助要請をしやすい環境を調整する支

援の重要性が示唆された。 
【結論】在宅療養児をもつ保護者の「養育負担感」には「医ケア度」と「援助要請スタイル」が影響

しており、他者に援助要請できることが「養育負担感」を軽減させることがモデル検証から明らかと

なった。今後は、在宅療養児の保護者に特化した養育負担感のアセスメントに活用できる援助要請ス

タイル尺度の開発が課題である。 
 


